
一 冊 欄 間 山 田 照

応 隠 圏 尉 構 V

宙 E B 曇 0 烏 細 田

国 整 調 職 責 着 き 更 常 も

( 叩 刑 : 訓 - 却 ∪ 小 高 媒 茸 ｢ t ) ^ b < 廿 t , - J 7 ｣ 空 ) )



南′勺[-L[e▼_･ 

最近の行革関連の主な取り組み状況 

現在,町では行政改革大綱(平成17年11月策定)に基づき､多様化する住民ニ-ズや社会情勢の変化に柔 

軟かつ弾力的に対応できるよう行政改革を進めています｡ 

最近の行革関連の主な取り組みについてお知らせします｡(平成18年8月現在) 

喜住民の立場に立った

行政運営の確立

◆住民票等の休日交付制度の周知徹底

･電話予約による住民票,印鑑証明の休日交付

について､平成18年3月の｢広報かわち｣で

周知､ 4月から実施(H18.4)

獲時代に即応した　　　　,

組織･機構の見直しヨ
ヤ

i

◆行政機構の再編成　　　　　　　　　音

･役場の機構改革(HIS.4)　　　　　　　　　王

13課, 2局､ 1室⇒5課､ 2局, 1室　　喜

一___　　　___　　　　　　___　______I

喜事務事業の見直し

◆特別会計事業の運営効率化

･国民健康保険､介護保険の単票による納

入通知書を連記式の通知書式に変更

(H18.4)

※財政効果: 320千円

･居宅介護支援事業(ケアプラン作成業務)

の廃止(HIS.4)

◆業務委託の見直し

･塵芥処理収集委託料の引下げ(H17 4)

不燃,粗大､資源物(ビン､缶)

l t当たり10,500円=〉10,000円

可燃,資源､ (新聞､雑誌)

1 t当たり8.400円=〉8,000円

喜給与･手当等の

適正化の推進

◆特殊勤務手当の支給休止(H 18. 1)

･行旅死亡人等の死体処理作業以外当分の

間支給しない特例条例

※財政効果: 1,300千円

◆旅費日当の支給休止(H18. 1)

･特別職を含め当分の間支給しない特例条例

※財政効果: 5,000千円

◆議員の費用弁償､旅費日当の

支給休止(H18. 1)

･当分の間支給しない特例条例

宏砂かわち
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i ■財政運営の健全化

◆補助金の整理合理化

･補助金等検討委員会設置(H17. ll)

◆職員の意識改革

･省エネ対策の推進(H15. 7)

(冷暖房の温度設定､節電,ク-ルビズ,ウオ-

音　ムヒズ等)
｣_　-----_-_------　　　　-_-　-___

漢行政運営の効率化と

透明性の向上

◆行政情報提供の積極的推進

･ホ-ムペ葛ジへ議会情報掲載開始(H17. 6)

･議場中継モニタ-設置(H17. 12)

･議会だよりの発行開始(H18. 2)

看電子自治体の実現

◆行政情報のインタ-ネット公開

及び利用促進

･町ホ-ムペ-ジリニューアル(HIS. 4)

･町教育委員会ホ-ムぺ-ジの開設(H18. 8)

http//ww′. edu-kawachi. jp/( 9月開始)

喜今後の主な取り組み

◆学校給食業務民間委託の推進(H 19. 1月予定)

･広報かわち8月号でお知らせしたとおり,現在､民間委託に和すて話し合いを進めているところで

す｡

民間委託の陳には､河内町の基幹産業である農業のさらなる発展を願い,今までどおり給食の食

材については. ｢おかずのいらないかわちのお米｣を中心とした地産地泊を図っていきます｡

◆適所介護事業(デイサ-ビス事業)の廃止(H19. 4月予定)

･介護保険制度の施行に伴い､現在多くの民間がこの事業に参入しており,民間活力の有効利用を図

ります｡

◆非常勤特別職の報酬の見直し

･報酬本来の目的等を再確認し､職務の性質､職責の重度等参酌の上､見直しを進めます｡

◆学校､保育所､幼稚園の統廃合

･将来の河内町を担う子ともたちの教育環境や教育効果を第｣に考えながら,早急に検討を進めてま

いります｡

※町民の皆様のご理解とご協力を

行政改革を推進し新たな体制づくりを目指す過程では,職員はもとより｣般町民においても相当の痛み

を伴う=とが予想されます｡これを克服し行政改革を実現していくためには.職員の意識改革を徹底する

ことと､町議会をはじめ町民の理解と協力を得ていく=とが何よりも重要です｡町民の皆様には.今後の

行政改革の進捗状況について､積極的な公表･広報に努めてまいりますのでよろしくお願い致します｡

(お問合せ:総務課行政管理係　TEし84-21 1 1内線124)

■
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祝長寿
いつまでもおげんさで

〇°-す案■案し

(写真『高齢者スポ-ツまつりJ)より)

ー敬老福祉大会開催

(写真　昨年の敬老福祉大会よの

踊,誰続嘉I

◆日　　　時◆ 10月15日(日)午前10時開会

◆会　　　場◆　河内町立河内中学校体育館

◆招　待　者◆　了0歳以上で町内iこ在住の方

(昭和12年3月31日以前Iこ生まれた方)

※招待者i三は後日招待状を送付します｡

◆大会の内容◆ (1)式典

(2)アトラクション

●
看
'
●

『
数
名
の
目
』
長
寿
を
祝
う

9
月
の
第
3
月
曜
日
は
　
｢
敬
老
の
日
｣
　
で
す
｡

今
年
は
9
月
-
 
8
日
　
(
月
)
　
が
そ
の
日
に
あ
た
り

ま
す
｡こ
の
日
は
､
多
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に
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社
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に
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､
長

寿
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す
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敬
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の
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可
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現
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の
多
可
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門
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9

4
7
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提
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ま
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当
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老
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_
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な
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な
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(
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組
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迎
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で
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塾 ��溺闇㊥鑑蘭鬱 
◆問合せ先◆

河内町長竿3689-1

河内町歌害委員会事務局生涯学習G

曾029了-84-2843 (中央公民館内)

自己の充実･啓発や生活の向上のために､自発的に自分にあった方法で

生涯を通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡
『生涯楽習のとびら』では,定期的に生涯学習に関する情報(案内や結

果など)を提供､お知らせしていきます｡

平成18年度　生涯学習講座(後期)ご案内

①子育てサボ-タ-養成講座定員20名(受話対象者は町内在住で心身ともに餓な20歳以上の方)
子育てサボ-タ-とは?

出産のこと､子育て､しつけのことなどの不安や悩みを､友だち感覚で気軽に相談できる人です｡
また､地域の保育園や親子が利用している施設や遊び場などで様々な子育て活動のサボ-トもします｡

実施日/会場時間主な内容講師

｢書*2,芸呈蓋fl " 30へ｢5 30諾蒜義係づく,,　　　　蒜*>±託

2 1‡号=3器[±figm ". 30へ15. 30肯定的視点をもったかかわ｡(自己肯定惑)　,,

3 1誤公害誰co ".30へ15･30ルール･マナーの大切さ　　　　　　,I

4 1霊*2芸呈患N 13 30へ15 30諾驚語‡の大人の嬢,　　,I

5   2月未定未定保育実習体験保育士

6　3+震2まま‡ " 30へ｢5 30霊等叢誌誌三這^霊o誓言.�ｶx����倅��

◎主な内容については､都合により変更になる場合がございます｡

②楽しい速読法定員30名(受講対象者は町内在住の方)

実施日/会場時間主な内容話師

1 1誤去言霊) " 30へ15･30.とても-t痛でもできる速読法ですo　つくば能力開発センタ-
所長　鈴木昭平

･すくに読害スピードが数倍になります｡

2 1‡怒号諾E) " 30へ15･30.目と耳を高速で刺激し･脳の情報処理速　　,/

度を速めると記億力,集中力,イメ-ジ

3 1誤写�ｮ"��"�3�-c�ZS3���|ﾚH-�.x-�*ｹ9僮X�8+X-ﾈ+z�������ﾂﾀ

･脳刺激で頭の血流が改善するとへ　ボケ防

4 1吉E5t2,公課) "肝15 30　止にな｡ます｡　　　　　　,,

･健康に関する貴垂な情報もたくさんお伝

5 1誤1去号±:i) ".30へ15:30　えします｡　　　　　　　　〃

広敬かわぢ
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(㊤パソコン教室　定員A一幅10名(受講対象者は町内在住で文字入力が独力で出来る方)

実施日/会場時問コ-ス名主な内容

: 1嵩*2/i¥呈岩.93 ::二言:エクセル初級:言器藷算式

言1誤2,i¥呈岩).93霊:∴: I,t/レ中級:3.芸¥篭旨

: 1塁*1i¥嵩等｡ ,93ニ:∴: 7詰款L言i :護憲講義成

こ1嘉*1公¥呈iB) ,93:霊::::: 7pグ入門富讃誓/議i^ソク
※受講当日テキスト代を集めます｡

講　師　　テキスト代

インチイオ学院1,050円

岩崎博敏先生　(税込み)

lI　　1･ 050円

(税込み)

400円
用

(税込み)

〃　　1･ 680円

(税込み)

●お申し込み方法い生涯学習グル-プ窓口(中央公民館)まで｡電話･ FAXでのお申し込みは出来ません｡

●お申し込み期間･平成18年9月24日(日)一平成18年10月6日(金) ※先着順　月曜日休館日

●お問い合わせ先出教育委員会事務局生涯学習グループ　丁E｣8 4- 2 8 4 3

㊨◎◎⑧⑭撲壁掛亀
◆日　時◆ 10月8日(日)予備日9日(月)

開会式　午前8時30分

◆会　場◆　総合グラウンド

※閉会式終了後には,河内ウルトラクイズも開催しま

すので､たくさんのご参加をお待ちしてます｡

『全国生涯学習フェスティバル

揚撼欝曹5?もも麟㊧昌盆①①㊤ 』
へ開催案内のおしらせ-

●開催期間

10月5日(木)へ9日(月･祝)

●主　　催

第18回全国生涯学習フェスティバル

実行委員会

●主会場

茨城県県民文化センタ-
笠松運動公園

●問合せ　茨城県教育庁生涯学習課　全国生涯学習フェスティバル推進室
曾0 2 9-3 0 1 -5 3 3 3　E-mail : shogaku4@p｢ef.iba｢aki.ig.｣P

U R ｣ :皿p://….gakusyu.p｢ef.｢ba｢akI.｣P/manabiPia/

g
必~紺かわぢ
平/ガ18争9ノ! (ll高テの



『詞輔電鍵捷帯織隷弓伽閻
●平成18年度元気っ子体験村開催! I

今年度の元気っ子体験村がエアロキャンプ(8月2-3日)を皮切りに,リパ-キャンプ(8

月18-19日),わくわくキャンプ(8月24-25日)と開催されました｡各キャンプとも天候に恵ま

れ参加した子ともたちは､とてもいきいきした表情で楽しんでいました｡

今月は､参加した子ともたちの様子を紹介します｡

わくわくキャンプ8月24日-25日

1日日:戯円高　臓田国際空港

2日日:取手市　NPo小貝川プロジェクト21

･成田空港探検

･野外炊飯

･乗馬体験･牧場体験

･小貝川での漂流体験,川遊び

愛三-場
▲自然の川で遊びましたI

A,i-轍かわぢ
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エアロキャンプ8月2日-3日

千葉県芝山町:航空科学博物館にて

･航空セミナ- (搭乗体験) ･機内食ティナ-

･夜の空港見学･管内自由見学･朝の1番機見学

･模型製作教室

護憲
子　　　細

▲模型製作教室で作った模型飛行機
｢ちゃんと飛んでくれるかなめI?｣

リバーキャンプ8月18日一19日

取手市: NP°小貝川プロジェクト21にて

･水辺安全教室･川遊び

･小貝川でのボ-ト･川遊び

･バ-ベキュ-･朝の1番釣り･蹄鉄磨き

･乗馬体験･牧場体験

▲テントも自分たちでつくったよ

■

▲みんなとボ-トで川下り

宏憩かわ5
y//吸'l.招/ ,リノ/ (ln /,70)

▲朝釣りで魚ゲットしたよ ▲馬の上からハイへ　ポ-ズi



町民の快適な健康づくりの推進を目指して

蹟壁彊要図一塁聖圏
ー子宮がん･乳がん検診､ 65歳以上の方のインフルエンザ

予防接種公費負担制度のお知らせ-

子宮がん･乳がん集団検診のお知らせ
近年､子宮がんは低年齢化､乳がんは増加傾向にあります｡この機会に検診を受iナ､ご自身の健康管理

にお役立てください｡

10月30日(月)　　　つ　つ　み　会　館

10月31日(火)　　　保　健　セ　ン　タ　-

｢ ｢月　1日(水)　　　第2分館(福祉センタ-隣)

正午-1時

(子宮がん検診のあの方は,午後1時一1時15分)

※子宮がん･乳がん検診の日程と場所iこついてへ燵康カレンダ-と異なりますのでご注意ください.

対　象　者　　　　25歳以上の女性

検診方法

30歳以上の女性

検診車による細胞診　　30-56歳(定員150名) -乳房エコ-

(定員210名)　　　57歳以上(定員100名) -マンモグラフイ-(2年に1回)

料　　　金　　　　1,000円　　　　　　　　　　　　　　1,000円

※申込み方法:保腫センタ-まで電話またはへ直接窓口であ申込ください｡ (受付開始日は9月25白く月)からです)

65歳以上の方のインフlしエンザ予防据薩公費負担制度
65歳以上の方でインフルエンザ予防接種を受Iナることを希望される方には､鵜部公費による助成があり

ます｡

上　直接接種できる医療機関

竹尾医院(河内町金江津)へいしかわグノニック(龍ヶ崎市)､すずきグノニック(稲敷市)､秋山

医院(龍ヶ崎市),亀崎グノニック(稲敷市) i三は予診票がおいてありますので,直接病院に行って

受iナてください｡

2.その他の医療機関

河内町で発行する書類が必要です｡書類は保健センタ-､役場へつつみ会館､福祉センターの窓口

で発行します｡千葉県の-部の医療機関でも助成iこよる接種ができます｡詳細は各窓口にお問い合わ

せください｡予診票は記入してから医療機関にお持ちください｡

3.対象者　★65歳の誕生日以後の希望者

★60歳以上65歳未満の方で､心臓病や腎臓､呼吸器Iこ重い病気のある方で接種を希望する方｡

4.実施期間:平成18年10月20日一平成18年12月27日まで

※書類は10月10日から発行します｡

5,助成金額: 2, 0 0 0円(差額i引田人負担となります｡助成は1回のみです｡)

6.接種方法:医療機関に連絡して予約を取り､体調の良いときiこ受Iナてください｡

宏鰍かわぢ
I///堤'/し¥'//.(//I (I() lIテの



酉制酸(留金国)J蔀聾の畝 
戸別受信機(1台目は無償貸与)を増設したい方,又は事業所に設置したい方は,総務課交通防災係ま 
でお申込ください｡ 

☆費用は自己負担となります｡ 

例)機器のみ60,050円(本体及び取付工事費) 

機器十外部アンテナ78,850円(本体､アンテナ及び取付工事費) 

※設置後の故障､アンテナ破損なども自己負担となります｡ 

また､取りまとめ台数が5台未満の場合は発注できませんので併せてご了承願います｡ 

臆･臆･臆,臆臆喜喜臆臆臆喜臆臆臆臆 

i"取扱い業者》蒜詳言:I <お願い> 戸別受信機に内蔵される単2電池4本は､2年に1回定期的にお取替え ください｡ 

用賀鵜ry◆聞合せ先◆総務課交通防災係T甘L84-2111(内線123) 

洞J醜軸)JH診JJuLJ那J手英_醐坦詔y易=馨覇露悪

草刈り､草処理.運搬(要運転免許証)をしていただける方
おりませんか
河内町シルパ-人材センタ-は,定年退職者に､そのライフスタイルに合わせた臨時的･短期的

な雇用･就業機会を提供するとともに.さまざまな社会参加を通じて,高年齢者の健康で生きがい

のある生活の実現と地域社会の福祉の向上と活性化に貢献することを目的としている団体です｡

今､河内町シルバ-人材センタ-では会員を募集しています｡

あなたの長年培ってきた経験や技能を地域社会のためにもう-度役立ててみませんか?町内に居

住するおおむね60歳以上の健康で働く意欲のある方､そして自らの生きがいの充実や,活力ある地

域づくりに貢献することを望む方ならどなたでも会員になれます｡ (会費として,年額2,000円が必

要となります)

◆聞合せ先◆　河内町生坂95 93 (福祉センター敷地内)

河内町シルバー人材センタ-　T且し84葛545 5

題
広~撒かわぢ
-I/之成184'/._9ノブ(1o｣o_0)



国擾籍金蟻酸灘⑳錘醸姪Lう9屯注�D｠遊諺曲Fg喧
昨年度(平成17年度)の国民年金保険料(以下､保険料)の免除(猶予,学生納付特例)申請期限が､平成18

年10月まで延長されました｡このような特例措置は､今回限りです｡

①平成17年4月一平成17年6月までの分の保険料免除または猶予(注1)を受けることができるのば用い
･平成15年中の所得が-定以下(注2)の方となります｡

(注1) :猶予は30歳未満の方が対象となります｡

(注2) :基準額は､町民課国民年金担当または社会保険事務所にお問合せください｡

②平成17年7月一平成18年6月までの分の保険料免除または猶予(注l)を受けることができるのば･･川
･平成16年中の所得が-定以下(注2)の方となります｡

(注1)､ (注2)は①と同じです｡

③平成17年度の学生納付特例を受けることができるのは用品
･平成17年度において学生(注3)で､平成16年中の所得が-定以下(注4)の方になります｡

(注3) :学生とは.大学(大学院)､短期大学､高等学校､高等専門学校､専修学校及び各種学校､
-部の海外大学の日本分校に在学する方です｡

(注4) :前年所得≦118万円十扶養親族等の数×38万円十社会保険料控除等

◆問合せ先◆　土浦社会保険事務所　　　　皿029-822-3940

町民課　年金医療福祉係　　丁札84-2111 (内線186)

広▲徴かわぢ
平成18牢9月　件Zz15の
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秋の全国交通安全運動　9月21日(木)-9月30日(土)

スロ-蘭シ:気をつlすご.1あなたの惰りを待つ家鷹

運動の基本　◎高齢者の交通事故防止

運動の重点　①夕暮れ時と夜間の歩行中･自転車乗用中の交通事故防止(特に､子どもと高齢者を中心として)

②後部座席を含むシ-トベルトとチャイルドシ-トの正しい着用の徹底

③飲酒運転の追放

広赦かわぢ
'r--/z?l8右手j/ノI (1o 1.ア0)
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が
霞
ケ
浦
の
水
質
浄
化
の
た

め
に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
が

大
切
で
す
｡

｢
直
販
セ
ン
タ
-
ふ
る
さ
と
か
持
ち
｣

で
働
き
手
せ
ん
か
(
バ
-
ト
募
集
)

㈱
ふ
る
さ
と
か
わ
ち
で
は
､
直
販

セ
ン
タ
-
で
一
緒
に
働
い
て
く
れ
る
方

を
募
集
し
ま
す
｡

◆
募
集
人
数

若
干
名
　
(
5
0
歳
く
ら
い
ま
で
の
方
)

◆
勤
窃
地

直
販
セ
ン
タ
-
ふ
る
さ
と
か
わ
ち

◆
勤
務
時
間
･
内
容
･
待
遇

会
社
規
定
に
よ
る

◆
応
募
方
法

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
､

直
接
､
直
販
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
㈱
ふ

る
さ
と
か
わ
ち
ま
で
持
参
し
て
く
だ

さ
い
｡

締
め
切
り
は
9
月
末
日
で
す
｡

◆
問
合
せ
先

㈱
ふ
る
さ
と
か
わ
ち

河
内
町
長
竿
1
8
8

皿

o

2

9

7

･

o

O

･

4

-

5

8

直
販
セ
ン
タ
-
ふ
る
さ
と
か
わ
ち

河
内
町
長
竿
4
6
4
-

皿

o

2

9

了

-

o

O

-

5

-

-

-



◇豊田新利根土地改良　2期◇

徴収日は10月2日です

p,鋤鋸,jgr盤嘉B

生
活

司
法
書
士
法
律
相
談

-
 
o
月
1
日
は
､
｢
法
の
日
｣
で
す
｡

本
年
も
　
｢
法
の
日
｣
に
ち
な
ん
で

左
記
の
と
お
り
司
法
書
士
法
律
相

談
を
行
い
ま
す
｡
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
｡
相

談
料
は
無
料
で
す
｡

日

　

時

平
成
1
8
年
_
o
月
7
日
　
(
土
)

午
前
_
o
時
-
午
後
3
時
ま
で

会

　

場

･
江
戸
崎
会
場

稲
敷
市
江
戸
崎
公
民
館

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
2
1
4
8
-
2

皿

o

2

9

-

8

9

2

-

4

-

1

0

･
牛
久
会
場

牛
久
市
役
所
分
庁
舎

牛
久
市
中
央
3
丁
目
1
5
-
1

Ⅲ

o

2

9

-

8

7

3

-

2

-

-

-

内

　

容

司
法
書
士
業
務
に
関
す
る
相
談

(
登
記
･
供
託
･
訴
訟
書
類
の

作
成
等
)

聞
合
せ
先

茨
城
司
法
書
士
会

水
戸
市
五
軒
町
-
･
3
-
1
6

皿

o

2

9

･

2

2

5

･

0

1

1

1

行
政
書
士
無
料
相
談
会

9
月
3
0
日
か
ら
_
0
月
3
1
日
ま
で

の
一
カ
月
間
は
　
｢
行
政
書
士
制
度

強
調
月
間
｣
で
す
｡

今
年
も
左
記
の
日
程
で
無
料
相

談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
の
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
｡

○
龍
ヶ
崎
会
場

平
成
_
8
年
E
月
7
日
(
土
)

午
後
-
暗
く
午
後
4
時

龍
ヶ
崎
市
文
化
会
館
小
会
議
室

龍
ヶ
崎
市
馴
馬
町
2
6
-
2

Ⅲ

o

2

9

7

-

6

4

･

-

4

-

-

0
稲
敷
会
場

平
成
-
 
8
年
_
o
月
_
 
5
日
(
日
)

午
後
-
時
-
午
後
4
時

稲
敷
市
江
戸
崎
公
民
館

稲
敷
市
江
戸
崎
甲
2
1
4
8
-
2

Ⅲ

o

2

9

-

8

9

2

-

4

1

1

0

問
合
せ
先

茨
城
県
行
政
書
士
全

州

o

2

9

-

3

0

5

-

3

7

3

1

年
金
無
料
電
話
相
談

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会
で

は
､
社
会
保
険
労
務
士
が
　
｢
年
金

に
つ
い
て
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ

ま
す
｡
｣
　
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
｡
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し

ま
す
｡
-

し

=

平
成
_
8
年
1
0
月
5
､
1
9
日

午
前
1
0
時
-
午
後
3
時
ま
で

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

0
2
9
-
2
3
2
-
0
4
0
2

問
合
せ
先

茨
城
県
社
会
保
険
労
務
士
会

水
戸
市
本
町
3
-
2
0
-
8

本
町
壱
番
館
ビ
ル

皿

o

2

9

･

2

2

6

-

3

2

9

6

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の

ご
案
内

県
で
は
､
不
妊
治
療
を
受
け
た

方
に
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
ま
す
｡
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
｡対
象
と
な
る
治
疎

体
外
受
精
､
顕
微
授
精

･
や
む
を
得
ず
治
療
を
中
断
し
た

場
合
や
凍
結
融
解
胚
移
植
も
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
す
｡

･
平
成
-
 
8
年
度
は
､
平
成
-
 
8
年
4

月
-
日
か
ら
的
年
3
月
3
 
1
日
の
間

に
治
療
が
終
了
し
た
場
合
､
助
成

の
対
象
と
な
り
ま
す
｡

補
助
囚
容

一
年
度
あ
た
り
_
0
万
円
を
限
度

に
､
通
算
5
年
間
助
成
し
ま
す
｡

¥
対
象
者

次
の
す
べ
て
の
要
件
に
該
当
し

て
い
る
方
々
が
対
象
で
す
｡

①
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫

婦
で
､
夫
ま
た
は
妻
の
い
ず
れ

か
一
方
が
県
内
に
住
所
を
有
す

る
こ
と

②
夫
お
よ
び
妻
の
前
年
の
所
得
の

合
計
額
が
6
5
0
万
円
未
満
で

あ
る
こ
と

③
県
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
実

施
し
た
治
療
で
あ
る
こ
と
(
保

健
所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
)

申
請
に
必
要
な
書
類
等
は
保
健

所
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
｡

相
談
お
よ
び
申
請
窓
口

竜
ヶ
崎
保
健
所

皿

o

2

9

了

-

6

2

-

2

1

7

2

問
合
せ
先

県
子
ど
も
家
庭
誤

脱

o

2

9

-

3

0

-

･

3

2

5

7

h
こ
p
‥
¥
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W
.
p
｢
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｢
∴
b
雪
a
k
i
.
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D
¥

屋
外
広
告
物
制
度
が

変
わ
り
ま
す
｡

_
 
o
日
工
日
か
ら
屋
外
広
告
業
が

登
録
制
に
変
わ
り
ま
す
｡
県
内
で

屋
外
広
告
業
を
営
む
方
は
す
べ
て
､

県
知
事
に
登
録
を
申
請
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
｡

∵
登
録
申
請
の
概
要

･
申
請
受
付
開
始
日
　
_
 
0
月
2
日

･
申
請
先

県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課

都
市
行
政
グ
ル
-
プ

･
申
請
手
数
料

1
〇
.
〇
〇
〇
円
　
(
茨
城
県
収

入
証
紙
で
の
納
付
と
な
り
ま
す
｡
)

･
申
請
方
法



『番審毒蛾諺堵:クiク,㊨--韓,`2妙a嘩凝議蟻』を-留躍動<露寄航｡

県教育委員会では,子ともたちが身の危険や不安を感じた不審者の情報を迅速に共有し,広く県民の皆

さまに提供する｢不審者情報インタ-ネット掲示板｣を開設しております｡

この掲示板は.茨城県独自の取り組みであり,市町村教育委員会や学校が,児童生徒や地域の方々から

寄せられた不審者に関する情報を､それぞれの判断において書き込んでいるもので,書き込むと同時に公

開されるシステムになっています｡

この掲示板の情報を共有することにより,多くの方々に､子ともたちを見守っていただくとともにへ　安

全確保や犯罪の未然防止にご協力いただきたいと考えております｡これまでに書き込まれた掲示板の情報

を見ると､子どもたちの犯罪被害を未然に防止するためのヒントをとらえることができます｡

例えば,不審者につきまとわれた子どもが｢子どもを守る1 1 0番の家｣に救いを求めたり､児童が集団

で防犯ブザ-を鳴らしたりするなど　効果的な対応の実例が増えてきています｡

県民の皆さ±におかれましては.不審者情報インタ-ネット掲示板の情報をご覧いただき,安全確保や

犯罪被害の未然防止のためにお役立てくださるようお願いいたします｡

○問合せ先

県義務教育深　皿029 (301) 5229

不審者情報インターネット掲示板　H P http://fushinsha. ibk.ed.｣ロ/

携帯端末用　http://fushinsha. ink. ed. ｣p/爪/

広報かわ5
平成18牢9月(肱｣5のg

申
請
先
へ
持
参
又
は
郵
送
　
(
簡

易
書
留
限
定
)
し
て
下
さ
い
｡

･
申
請
香
様
式
　
左
記
ホ
ー
ム
ぺ
-

ジ
内
に
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
屋
外
広
告
物
の
許
可
基
準

が
見
直
さ
れ
ま
す
｡
詳
し
く
は
左
記

ホ
-
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
｡

◇
許
可
基
準
見
直
し
の
.
例

自
家
広
告
物
の
表
示
面
積
や
野

立
広
告
の
高
さ
の
上
限
が
引
き
下

げ
ら
れ
ま
す
｡

､
'
聞
合
せ
先

県
都
市
計
画
課

皿
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9
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1

-
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-
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c
-
a
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霊
¥

困
っ
た
と
き
に
は
保
育
サ
ポ
ー

タ
-
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

☆
会
社
の
仕
事
が
忙
し
く
て
お
迎

え
の
時
間
に
間
に
合
わ
な
い

☆
産
休
や
育
休
が
終
わ
っ
た
あ
と
､

保
育
所
等
の
預
け
先
が
み
つ
か

ら
な
い

☆
子
ど
も
の
具
合
が
惑
い
が
､
ど

う
し
て
も
仕
事
が
休
め
な
い

☆
出
か
け
る
用
が
あ
る
が
､
子
ど

も
の
同
伴
が
無
理

こ
ん
な
と
き
｢
保
育
サ
ボ
-
タ
-
｣

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
｡

の
‥
"
‖
軸

※
保
育
士
資
格
を
お
持
ち
の
方
､

ま
た
は
他
機
関
が
実
施
し
た
保
育

サ
ボ
-
タ
-
養
成
講
座
に
類
似
す

る
講
座
を
-
 
2
時
間
以
上
受
講
し
､

そ
の
講
座
を
修
了
し
た
方
は
､
保

育
サ
ボ
-
タ
-
と
し
て
登
録
で
き

ま
す
｡

(
/
問
合
せ
先

(
財
)
2
 
-
世
紀
職
業
財
団

茨
城
事
務
所

皿

o

2

9

-

2

2

6

-

2

0

2

0

募
集

平
成
1
 
9
年
度
茨
城
県
立
産
業

技
術
短
期
大
学
校
学
生
募
集

本
校
は
､
新
規
高
卒
者
か
ら
社

会
人
･
身
体
に
障
害
を
持
つ
方
に

対
し
　
｢
開
か
れ
た
短
期
大
学
校
｣

と
し
て
､
-
T
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
を
育
成
し
て
い
る
県
立
の
短
期

大
学
校
で
す
｡

雅
雄
入
学
試
験

･
受
付
期
間

平
成
_
8
年
1
0
月
-
2
日
-
2
5
日

･
試
験
日

平
成
-
8
年
月
月
2
日

※
自
己
推
薦
に
よ
り
社
会
経
験
者

も
受
験
で
き
ま
す
｡

へ
一
般
入
営
試
験

･
受
付
期
間

平
成
-
8
年
-
2
月
2
5
自
ら

平
成
1
 
9
年
2
日
工
日

･
試
験
日

平
成
_
 
9
年
2
月
8
日

問
合
せ
先

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

Ⅲ

o
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9

-

2

6

9

-

5
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0

0

h
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平
成
1
 
9
年
度
土
浦
産
業

技
術
専
門
学
院
生
募
集

募
集
訓
練
科
及
び
定
員
･
訓
練
期
間

機
械
技
術
科
･
自
動
車
整
備
科
･

情
報
技
術
科
･
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制

御
科各
科
2
0
名
､
2
年
課
程

応
募
資
格
　
高
卒
者
　
(
卒
業
見

込
み
を
含
む
)

受
付
期
間

平
成
-
8
年
_
o
月
3
0
日
-
‖
月
-
0
日

試
験
日

平
成
-
8
年
1
-
月
_
7
日

合
格
発
表

平
成
1
 
8
年
‖
月
2
4
ロ

メ
試
験
囚
客

用
国
語
-
･
数
学
-

㈲
面
接

申
込
･
問
合
せ
先

〒

3

0

0

-

0

8

4

9

土
浦
市
中
村
西
根
番
外
5
0

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院

Ⅲ

o

2

9

-

8

4

-

-

3

5

5
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/定　例　相　談､

心配ごと相談
日　　時10月2日旧〉　午前10時一正午

10月16日旧)午前10時一午後3時

場　　所　公民館第2分館

問合せ先　河内町社会福祉協議会

曾84-2830

教育相談
日　　時　月･水･木曜日　午後1時一5時

場　　所　教育委員会事務局

問合せ先　884-3322

圃84-4730

成田空港に関する相談
日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階

(河内町長竿1 8 8)

問合せ先　茨城地域相談センタ-

曾84-501 7

つ交通事故発生状況/
町内の交通事故7月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　8件(十5) (49)

死者数　　　　　〇人(±0) ( 0)

負傷者数　　　　　11人(+7) (71)

竜ヶ崎警察署調べ

戸　籍　の　恐　く

おめでた　　　8人

おくやみ　1〇人

転　　入　1 7人

転　　出　1 7人

､ノ人口･世帯:
平成18年9月1日現在

人　口　11.212人　(-2)

男　　　5,538人　(-2)

女　　　5,6了4人　(±o)

世帯数　　3,410世帯(+2)

'市J尾』弓か利率/
____　　　　　　　-______ _｣

役　　　　　　　場

創4-2111教育委員会学搬育G創4-3322

圃84-435了事務局生産学習G認識

都　市上下水道G884-2361福祉センタ-創4-3699
整備課建設環境G創4-2921保健センタ〇割4-4486

つ　つ　み　会　館宙86-3了40給食セ　ン　タ　-曾84-2845

地馳括支援センタ〇割0-4071防(讐‡諸)ち創4-2212

(シ脚亘診藤堂竃rJ鮪(り骨) J

聖
l日

8日

9日

15日

22日

29日

｢iEケ崎地区_~~~コ

I -I-
坂本(隆)医院　村井医院　　　秋本脳神経外科
曾029-892-2232 f1 62-3380　　　8 64-331 1

古橋医院　　　若松内科胃腸科医院菊地整形外科
曾029-978-3770 ｢田64-0533　　　曾64-611 1

ゆはらクリニック　野上小児科医院
曾029-894-2002　曾65-3375

江戸崎病院　　　うちだ医院
宙029-894-2611 1ふ64-8821

坂本耳鼻咽喉科医院鴻巣クリニック
曾029-892-262了　曾61-0151

角崎クリニック　さくらクリニック
曾029イ8了-6030宙65-1211

斎藤クリニック
曾64-3527

みやおか外髄膨潤クリニック

曾62-3761

飯野クリニック
曾60-2323

牛尾病院
曾66-6111

※休日当番医は変更することがあります｡

診療を受ける際は.必ず電話でご確認ください｡

十,　-~~~~~~二二二~~~音　/I=(劉勘棄垣間見) /-

⊥三園臆里｣聖書｣聖書B暮し埜三三二三圭収集日

A地区　3･1了･31 C地区10･24　A地区　　　　C地区

14

B地区12･26　D地区　5･19　B地区　　　　D地区

28

[五三㌻三~言古言百十十-_高夫三軍垂亘垂

全地区　毎週月･水･金曜日　10月中の予約-11月4日

広●敬かわぢ
乎必184:/--9// (¥o｣5の


